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福住寺は本年、開教130年目に当たります。福住寺の起こりは、門信徒の心の拠りどころとして、明治

26年に札幌別院の出張所である「月寒村説教所」として開設されたことにはじまります。その後、四国

讃岐の福住寺の第１１代長尾諦順住職が来道し、初代住職として門信徒教化に翻弄されました。明治35年

に本堂を落成し「福住寺」と寺号公称いたしました。

ある総代さんのお話では、「明治の開拓時代は、琴蒼と覆い茂げる樹木を倒し、炭焼き畑を開墾しては、

厳しい自然と闘いながらの生活であった。そのような中、心の支えとしての寺院を建立し“あなたもご門

徒さんでしたですね"と、お念仏を慶び、讃え、励まし合いながらの生活であったｊと語られていました。

明治の開拓時代は、私たちの想像をはるかに超える苦難の歴史であったことと思われます。これまで、歴

代の住職をはじめ、総代・役員・門徒の皆様のご尽力によって130年という長い歴史を積み上げてきまし

た事、先人の皆様にあらためて深く感謝申し上げます。

この4年間は、コロナ禍に翻弄され、皆様の生活や、社会・文化までも変容著しい時代となりました。

同じくして、お寺の法要や仏事に関しても様変わりしています。時代の流れの速さに驚く時代ではありま

すが、先人たちの紡いできてくださったご苦労に感謝申しつつ、今後も福住寺の護持発展、念仏繁盛に－

層精進してまいりたいと存じます。
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